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多
雪
地
帯
の
山
菜

長
野
県
の
県
北
地
方
は
､
日
本
で
も
最
も
雪
の
多

い
地
帯
の
一
つ
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
所
で
は
'
春

の
雪
消
え
と
共
に
多
く
の
植
物
の
芽
が
一
斉
に
発
育

し
て
-
る
こ
と
'
雪
ど
け
の
水
の
た
め
に
､
水
分
の

補
給
が
十
分
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
､
多
く
の
山
菜
と

い
わ
れ
る
み
ず
〈
し
い
食
用
植
物
も
柏
つ
い
で
発

育
し
て
､
五
月
か
ら
六
月
中
旬
ま
で
誠
に
多
種
多
様

を
も
の
が
出
さ
か
る
｡

長
い
冬
の
間
の
生
活
で
､
生
鮮
野
菜
に
不
自
由
し

て
い
た
こ
れ
ら
の
地
域
の
人
た
ち
は
､
雪
の
少
な
い

地
域
の
人
た
ち
に
比
し
て
'
そ
れ
ら
の
山
菜
を
利
用

す
る
こ
と
も
よ
く
知
っ
て
い
る
｡

注
意
し
て
み
る
と
'
そ
の
よ
う
を
人
た
ち
は
､
そ

の
名
を
聞
い
た
だ
け
で
､
直
ち
に
そ
れ
が
山
菜
で
あ

る
こ
と
の
わ
か
る
よ
う
な
地
方
名
を
つ
け
て
､
そ
れ

を
伝
承
し
て
い
る
｡
そ
れ
ら
の
名
は
､
長
い
幾
世
代

か
に
わ
た
る
生
活
の
知
恵
の
結
晶
と
も
み
ら
れ
､
そ

れ
自
身
そ
の
地
域
の
文
化
遺
産
で
も
あ
る
｡

′

▲

最
も
多
い
の
は
､
ナ
　
(
菜
=
培
富
む
べ
き
も
の
､
す

を
わ
ち
食
用
の
意
)
　
の
語
を
つ
け
た
名
で
あ
り
'
次

は
ウ
ド
･
ゴ
ボ
ウ
･
フ
キ
な
ど
'
食
用
で
あ
る
こ
と

の
闇
知
の
植
物
名
を
つ
け
た
名
で
あ
る
｡

そ
の
例
を
あ
げ
れ
ば
､
次
の
よ
う
で
あ
る
｡
括
弧

内
は
筆
者
の
考
え
た
そ
の
意
味
で
あ
る
｡
ウ
ワ
バ
ミ

ソ
ウ
を
サ
ワ
ナ
(
沢
菜
)
ま
た
は
ト
ロ
ロ
ナ
(
欝
試

莱
)
ま
た
は
ミ
ズ
ナ
(
水
菜
)
ま
た
は
ヨ
シ
ナ
(
萱

莱
)
｡
エ
ゾ
タ
ン
ポ
ポ
を
ク
ジ
ナ
(
苦
乳
業
)
｡
ダ

イ
モ
ン
ジ
ソ
ウ
を
イ
ワ
ナ
　
(
若
菜
)
｡
ツ
リ
ガ
ネ
ニ

ン
ジ
ン
を
ト
ト
キ
ナ
(
ト
ト
キ
は
朝
鮮
名
と
い
わ
れ

る
)
｡
ナ
ン
テ
ン
ハ
ギ
を
ア
ズ
キ
ナ
(
小
豆
菜
)
｡

ニ
リ
ン
ソ
ウ
を
コ
モ
チ
ナ
(
子
持
菜
)
｡
バ
イ
カ
モ

を
マ
ツ
バ
ナ
　
(
松
葉
菜
)
｡
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
を
イ
ト

ナ
(
糸
菜
)
｡
ヤ
ブ
カ
ン
ゾ
ウ
を
ア
マ
ナ
(
仕
業
)

な
ど
｡
ま
た
､
サ
ワ
ア
ザ
ミ
を
ウ
シ
ゴ
ボ
ウ
　
(
牛
半

諺
)
｡
サ
ワ
オ
ダ
ル
マ
を
ヤ
ナ
ウ
ド
(
谷
地
独
活
)
｡

オ
オ
バ
コ
ウ
モ
リ
を
ウ
ト
ウ
ブ
キ
(
空
洞
露
)
な
ど
｡

こ
の
よ
う
な
地
方
名
で
呼
ぶ
人
た
ち
は
'
こ
れ
ら

の
山
菜
が
絶
滅
す
る
よ
う
な
採
集
法
は
し
て
い
を
い
｡

(
長
野
県
文
化
財
保
護
曹
議
会
委
員
　
丸
山
利
雄
)
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鰭物檀と山

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
呼
び
名
と
語
源

板

　

谷

　

芳

　

隆

上
官
を
棄
て
て
深
山
に
か
く
れ
る
こ
と
を
喩
え
た
も

の
｡
(
中
略
)
　
い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
は
カ
モ
シ
カ

･

カ

マ

.

ン

ン

の
こ
と
を
山
羊
と
書
き
､
加
麻
之
々
と
呼
ん
で
い
た
｡

み
u
T
の
え
い
f
t
の
ひ

一
方
､
天
武
紀
に
は
｢
白
鳳
十
四
年
壬
戌
　
　
皇

和
名
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
は
通
常
､
カ
モ
シ
カ
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
が
'
吉
名
､
方
言
､
隠
語
な
ど
の
呼

び
名
は
全
国
的
に
み
る
と
か
を
り
の
教
に
な
る
と
い

あ
れ
､
そ
の
赦
.
は
婦
牛
考
(
柳
田
国
男
編
･
･
カ
タ
ツ

ム
リ
の
呼
び
名
を
集
め
た
も
の
)
　
に
は
及
ば
な
い
に

し
て
も
哺
乳
類
の
中
で
は
カ
モ
シ
カ
ほ
ど
､
た
く
さ

ん
の
呼
び
名
を
も
っ
て
い
る
動
物
は
き
れ
め
て
少
を

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
｡

あ
の
人
な
つ
っ
こ
い
山
岳
の
動
物
が
ニ
ホ
ン
カ
モ

シ
カ
と
命
名
さ
れ
る
以
前
に
ど
の
よ
-
に
呼
ば
れ
て

い
た
の
か
'
た
い
へ
ん
興
味
を
ひ
か
れ
ま
す
｡
そ
こ
で

文
献
目
録
作
成
の
た
め
収
集
中
の
文
献
の
中
か
ら
呼

び
名
を
選
び
た
し
た
と
こ
ろ
､
漢
字
名
を
含
め
て
約

一
二
〇
種
あ
ま
り
あ
っ
た
の
で
そ
の
一
部
分
を
年
代

順
に
整
理
し
た
結
果
を
紹
介
し
ま
す
｡

呼
び
名
の
う
つ
り
か
わ
り

｢
上
代
〔
国
の
始
ま
り
か
ら
延
暦
十
三

年
(
七
九
四
年
)
ま
で

h
き
沌
辱
書
紀
(
吐
I
P
.
 
1
9
乍
)
.
の
宅
婚
鴎
高

-

　

I

I

 

t

>

.

　

<

　

目

し

　

　

　

一

し

･

l

e

　

●

e

　

●

｣

盤
語
㌢
親
鶏
告
露

羊
に
似
た
ま
へ
る
に
た
と
え
た
り
｡
｣
と

し
て
山
羊
(
カ
マ
シ
シ
)
　
の
文
字
が
始
め

て
出
て
き
ま
す
｡
こ
の
意
味
に
つ
い
て
谷

川
土
浦
は
日
本
書
記
通
番
に
次
の
よ
う
に

説
明
し
て
い
ま
す
｡

｢
童
謡
と
は
も
と
け
児
童
の
歌
謡
で
あ
る

が
､
人
事
を
諷
刺
し
､
時
の
異
変
の
前
兆

な
ど
を
暗
に
う
た
う
歌
で
､
皇
樋
紀
の
童

謡
は
山
背
王
滅
亡
の
前
兆
と
し
て
よ
ま
れ

た
も
の
｡

伊
波
能
確
粥
は
石
の
上
､
古
住
暦
渠
梅

軒
供
は
小
猿
米
焼
-
､
渠
梅
多
禰
母
は
米

向
で
,
多
能
底
謄
哀
鴫
柄
は
新
寵
行
去

ス
ー
7歌

麻
之
々
能
烏
賊
豊
の
都
釦
と
い
う

意
味
で
､
蘇
我
の
入
鹿
が
上
官
を
焼
き
白

髪
ま
じ
り
の
カ
マ
シ
シ
に
似
た
山
背
王
が

･

し

･

も

つ

か

t

L

J

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

あ

･

の

せ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

-

し

く

･

葦

太
子
よ
り
以
下
及
び
諸
壬
脚
　
並
で
四
十
八
人
に
寵

･
乃
マ
.
ン
.
ン

の
皮
､
山
羊
の
皮
を
賜
ふ
｡
各
差
有
り
｡
｣
と
あ
り
'

や
は
り
カ
マ
シ
シ
が
登
場
し
て
い
ま
す
｡く

に

ぷ

n

･

云
肝
に
､
一
詐
捕
縄
謹
幣
鵡
川
鵠
靖

の
実
に
異
在
り
｡
｣
と
あ
り
､
カ
モ
シ
カ
は
当
時
ヤ

マ
ノ
シ
シ
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
す
｡

た
･
か

ま
た
万
葉
集
へ
七
七
七
-
八
〇
九
年
)
　
に
は
｢
高

叫
の
蔀
御
菊
月
難
あ
批
難
n
C
p
節
点
.
 
Q
し

ン
.
.
ノ

て
宍
と
詠
ま
れ
て
い
ま
す
が
､
-
古
来
か
ら
こ
の
シ
シ

の
意
味
が
､
猪
ノ
シ
シ
か
､
鹿
ノ
シ
シ
か
､
そ
れ
と

も
カ
モ
シ
シ
を
さ
し
て
い
る
の
か
な
ど
､
本
居
宣
長

を
は
じ
め
た
-
さ
ん
の
学
者
が
論
議
し
て
き
ま
し
た
｡

近
年
で
は
後
述
の
万
葉
動
物
考
(
東
　
光
治
)
の

論
述
が
目
立
っ
て
い
ま
す
｡
結
論
的
を
文
献
と
し
て

は
港
湾
久
孝
の
万
葉
集
注
釈
か
と
考
え
ら
れ
の
で
引

用
し
ま
す
と
｢
東
　
光
治
氏
の
説
は
く
わ
し
い
新
説

で
あ
る
｡
高
山
の
峯
ゆ
く
L
L
の
解
釈
を
そ
こ
ま
で

さ
び
し
い
実
景
と
考
え
老
け
れ
ば
､
鹿
､
猪
で
も
よ

い
が
､
少
な
-
と
も
こ
の
〝
L
L
〟
　
は
カ
モ
シ
カ
を

含
め
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡
｣
と
の
べ
て
い
ま
す
｡

二
､
中
古
〔
七
九
四
年
か
ら
建
久
三
年
(
一
一
九
二

年
)
ま
で
〕

｣
乃

自
任
擬
に
よ
る
新
撰
手
鏡
(
八
九
二
年
)
　
に
は
加

マ

.

ン

.

ン

万
志
之
が
､
藤
原
時
平
採
録
に
よ
る
延
害
式
(
九
〇

五
-
九
二
七
年
)
　
の
十
五
内
蔵
に
諸
国
年
料
供
進
と

し
て
給
半
角
が
､
二
十
三
民
部
の
年
料
別
頁
雑
物
に

は
､
遠
江
国
ほ
か
十
六
カ
国
か
ら
の
年
料
供
進
と
し

･

カ

マ

,

ン

ン

/

/

/

て
零
半
角
　
和
名
　
加
末
之
々
乃
都
乃
が
､
三
十
七

典
薬
に
も
零
半
角
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
｡

深
根
輔
仁
接
の
本
草
和
名
(
九
一
八
年
)
に
は
縞

半
角
の
説
明
と
し
て
｢
粧
一
名
､
山
羊
一
名
　
源

羊
　
嬬
一
名
　
野
羊
'
握
手
､
山
櫨
､
大
半
　
和

･

わ

マ

.

ン

.

ン

画

ノ

/

名
　
加
末
之
々
の
都
乃
な
り
｡
｣
と
い
う
記
述
が
､

ま
た
源
　
順
擬
に
よ
る
和
名
類
衆
抄
(
九
三
一
年
)

カ

マ

ソ

ン

に
は
｢
雲
羊
加
高
之
々
｣
が
､
丹
波
康
頼
按
の
医

心
方
(
九
八
四
年
)
に
は
零
半
角
　
和
名
加
末
之
之

乃
つ
乃
と
し
で
し
る
さ
れ
で
あ
り
､
こ
の
時
代
は
も

っ
ぱ
ら
カ
マ
シ
シ
が
通
用
語
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で

す
｡

三
､
中
世
〔
一
一
九
二
年
か
ら
慶
長
八
年
(
一
六
〇

三
年
)
ま
で
〕
袈
‥
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
中
世
以
降
始

め
て
出
現
し
た
呼
び
名

慈
園
の
拾
玉
集
(
一
三
二
八
-
二
二
四
六
年
)
に

は
〟
松
が
枝
に
枕
定
む
る
か
も
し
し
の

い
.
8
り

ょ
そ
め
あ
だ
を
る
わ
が
庵
か
な
〟
と
い
う
和

歌
に
カ
モ
シ
シ
と
し
て
登
場
､
束
麓
の
破
袖
の
下
学

レ
ノ
-
コ
一
｣
ワ

隻
(
一
四
四
四
年
)
に
は
｢
繍
羊
　
カ
モ
シ
シ
｣
と

し
て
'
ま
た
中
川
顕
允
の
石
見
外
記
(
一
四
六
九
年

力
嘉
ヽ
"
ン
ン

)
　
に
も
掃
羊
と
あ
り
､
こ
の
時
代
に
な
っ
て
レ
イ
ヨ

ウ
と
カ
モ
シ
シ
が
出
現
し
て
い
ま
す
｡

四
､
近
世
〔
〓
ハ
〇
三
年
か
ら
慶
応
三
年
(
一
八
六

七
年
)
ま
で
〕

近
世
に
在
る
と
文
献
の
教
も
豊
富
に
な
り
､
呼
び

名
も
多
彩
に
な
っ
て
い
ま
す
｡
貝
原
好
古
の
和
爾
雅

(
一
六
九
四
年
)
に
は
｢
雲
羊
　
カ
モ
シ
シ
'
カ
マ

シ
シ
､
二
ク
｣
が
､
野
　
必
大
の
本
朝
食
鑑
(
〓
ハ

詑
年
)
,
-
雷
雲
羊
和
名
欝
寿
と
磐

之
加
､
仁
久
の
ほ
か
､
ア
オ
シ
シ
､
ア
オ
シ
､
ア
オ

シ
カ
､
ア
オ
二
ク
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
｡

貝
原
益
軒
の
日
本
駅
名
(
一
七
〇
〇
年
)
　
に
は
治

羊
と
し
て
二
ク
､
カ
モ
シ
シ
が
､
井
上
玄
洞
の
玄
洞

筆
記
(
一
七
〇
一
年
)
　
に
は
治
羊
と
あ
り
ま
す
｡
(

治
羊
の
発
音
は
下
明
｡
)

ま
た
貝
原
篤
信
の
自
序
が
あ
る
筑
前
国
続
風
土
記

(
一
七
〇
三
年
)
に
は
二
ク
と
し
て
'
寺
島
良
安
の

和
漢
三
才
図
絵
(
一
七
二
二
年
)
　
に
は
｢
象
カ
モ

シ
カ
､
こ
ク
､
和
名
　
加
萬
之
今
へ
拾
羊
､
志
学
､

二

方

ノ

九
尾
牛
､
俗
に
合
久
｣
と
記
述
し
て
い
ま
す
｡

谷
川
土
浦
の
日
本
書
紀
通
番
(
一
七
六
二
年
)
に

二

{

ノ

は
歌
麻
之
之
､
加
毛
之
々
､
耐
久
と
し
て
記
さ
れ
'

ま
た
事
務
居
士
の
遠
山
奇
談
(
一
七
九
八
年
)
　
に
は

沿
革
(
註
‥
発
音
不
明
)
が
､
太
田
喜
三
郎
の
租
谷

山
日
記
(
一
八
二
五
年
)
　
に
は
｢
熊
､
野
猪
､
鹿
､
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館物檀と山o
o

2
-

O
H脚③

麓
羊
､
舞
狼
を
ど
､
毛
の
荒
さ
も
の
'
毛
の
に
ぎ
も

の
､
さ
れ
に
す
め
り
｡
｣
と
の
べ
盛
羊
が
登
場
し
て

い

ま

す

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

モ

小
原
桃
洞
の
桃
洞
遺
筆
(
一
八
三
三
年
)
仁
は
穆

鹿

一

名

ニ

ク

'

ク

ラ

シ

シ

､

カ

マ

シ

カ

'

シ

マ

シ

カ

､

カ

モ

シ

カ

､

ア

オ

シ

シ

､

カ

ベ

ト

リ

､

カ

ベ

な

ど
の
名
あ
り
と
紹
介
し
て
い
ま
す
｡

鈴
木
牧
之
編
接
に
よ
る
北
越
雪
詣
(
一
八
三
六
年

ク

一

7

､

ン

ン

)
に
は
｢
鹿
､
拾
羊
な
ど
は
雪
に
ぼ
得
や
す
し
｡
｣

と
あ
り
､
ま
た
植
田
孟
緒
の
日
光
山
志
(
一
八
三
七

午
)
　
に
は
日
光
諸
処
の
名
産
と
し
て
カ
モ
シ
カ
を
あ

げ
て
い
ま
す
｡
仁
井
田
好
古
に
よ
る
紀
伊
回
読
風
土

こ
あ
ノ

記
に
は
筈
'
日
高
'
牟
婁
両
部
の
深
山
中
に
多
し
と

の
べ
'
張
氏
猷
経
､
日
本
書
紀
､
本
革
和
名
､
和
名

抄
な
ど
の
文
献
名
を
記
録
し
て
い
ま
す
｡

百
　
譲
按
に
よ
る
百
品
考
(
一
八
三
九
年
)
に
は

カ
モ
シ
シ
､
二
ク
を
､
源
　
伴
存
接
の
吉
名
録
(
一

八
五
〇
年
)
に
は
日
本
書
紀
の
カ
マ
シ
シ
を
あ
げ
'

｢
合
名
　
カ
モ
シ
シ
　
漠
名
　
石
羊
(
曹
操
雑
記
)

一
名
　
こ
ク
の
ほ
か
､
倭
名
類
衆
錫
の
加
穂
之
々
'

天
文
写
本
和
名
錫
の
加
帯
筋
之
､
医
心
方
の
零
半
角
へ

本
草
和
名
の
加
末
之
々
､
詞
林
末
葉
抄
の
カ
モ
完
'

古
今
切
紙
次
第
の
カ
モ
シ
シ
を
､
込
　
羊
山
口
授
の

本
草
綱
目
記
聞
(
謹
-
年
代
不
詳
)
に
は
和
名
抄
の

引
用
と
ア
オ
シ
シ
を
あ
げ
て
い
ま
す
｡

以
上
の
と
お
り
近
世
に
な
る
と
カ
モ
シ
カ
が
始
め

て
登
場
､
ま
た
カ
マ
シ
カ
､
二
ク
､
ク
ラ
シ
シ
､
シ

マ

シ

カ

､

ア

オ

シ

､

ア

オ

シ

シ

'

ア

オ

シ

カ

､

ア

オ

ニ
ク
､
カ
ベ
ト
リ
､
カ
ベ
な
ど
の
呼
び
名
が
出
現
し

て
い
ま
す
｡

五
､
近
代
〔
一
八
六
七
年
か
ら
昭
和
五
四
年
(
一
九

七
九
年
)
ま
で
〕

近
代
に
在
る
と
文
献
が
お
び
た
だ
し
-
発
表
さ
れ

て
い
る
の
で
時
代
別
(
昭
和
年
代
桂
西
歴
年
代
と
す

る
)
　
に
整
理
し
て
み
ま
し
た
｡

㈲
　
明
治
時
代
(
一
八
六
七
-
一
九
二
一
年
ま
で
)

伊
藤
圭
介
の
日
本
産
物
志
(
一
八
六
七
年
)
に
は

｢
察
半
　
カ
モ
シ
シ
､
二
ク
`
イ
ワ
シ
シ
､
ア
オ
シ

ワ

シ

'

タ

ラ

シ

シ

､

イ

ハ

シ

カ

､

カ

ベ

､

カ

ベ

ト

リ

､

マ
シ
カ
∵
ン
マ
シ
カ
､
カ
モ
｣
が
､
明
治
九
年
(
一

八
七
六
年
)
に
は
中
島
仰
山
写
生
洋
語
に
よ
る
動
物

図
に
カ
モ
シ
カ
(
ク
ラ
シ
シ
へ
　
こ
ク
)
が
､
大
槻
文

･
乃
書
-

彦
の
言
海
(
一
八
八
九
-
一
八
九
一
年
)
に
け
｢
酵

.
ノ
青
り

鹿
'
か
も
士
砦
心
､
治
羊
へ
か
も
志
か
､
ニ
ク
､
-
ら

志
志
､
ア
ヲ
ジ
シ
､
か
ま
志
志
､
や
ま
志
志
･
融
碑

｣
を
､
岡
田
信
利
の
日
本
動
物
総
目
録
(
一
八
九
一

年
)
に
は
下
野
産
獣
類
の
一
つ
と
し
て
カ
モ
シ
カ
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
｡

明
治
二
十
五
年
(
一
八
九
二
年
)
の
狩
猟
規
則
第

二
十
五
条
に
は
｢
カ
モ
シ
カ
の
保
護
期
は
三
月
十
五

日
～
十
月
十
四
日
ま
で
と
す
る
｡
｣
と
定
め
ら
れ
､

カ
モ
シ
カ
と
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
ま
す
｡

秋
山
蓮
三
は
哺
乳
動
物
(
一
九
〇
三
年
)
　
の
中
で

カ
モ
シ
カ
を
'
一
九
〇
九
年
の
飛
州
志
に
は
長
谷
川

息

崇

が

､

カ

ベ

ト

リ

､

ク

ラ

シ

シ

'

カ

モ

シ

シ

､

イ

ワハ
ト
リ
を
､
ま
た
細
川
潤
次
郎
ほ
か
は
古
事
類
苑
(

一
九
一
〇
年
)
に
｢
新
撰
手
鏡
の
加
万
志
之
､
本
草

和
名
の
零
半
角
｣
な
ど
､
ま
た
倭
名
類
衆
抄
の
察
羊
､

▲

刀

マ

･

ン

ン

類
衆
名
義
抄
の
塵
盟
の
ほ
か
､
下
手
集
､
本
朝
食
鑑
､

和
漢
三
才
図
絵
､
百
品
考
､
延
書
式
､
日
本
書
紀
､

紀
伊
回
線
風
土
記
､
桃
源
遺
草
な
ど
に
記
載
さ
れ
て

い
る
呼
び
名
を
紹
介
し
て
い
ま
す
｡

一
九
二
一
年
の
動
物
学
雑
誌
に
は
忙
中
閑
人
(
謹

‥
ペ
ン
ネ
ー
ム
)
が
閑
人
雑
紗
と
題
し
て
玄
洞
筆
記

の
玲
羊
の
ほ
か
､
安
穣
党
等
著
に
よ
る
西
山
遺
草
の

記
述
(
徳
川
光
圏
公
の
生
物
移
入
　
猷
之
類
　
拾
学

制
璃
幼
師
恥
部
を
紹
介
し
て
い
ま
す
｡
〔
註
･
･
西
山

遺
草
(
別
名
　
桃
源
遺
草
一
七
〇
〇
年
)
の
複
刻

版
､
翻
刻
本
と
も
に
当
該
記
事
を
深
し
だ
す
ご
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
｡
〕

以
上
の
と
お
り
明
治
時
代
の
文
献
に
は
カ
モ
シ
カ

の

ほ

か

､

イ

ワ

シ

シ

､

イ

ワ

シ

カ

､

マ

シ

カ

､

カ

モ

､

イ
ワ
ト
リ
'
ヤ
マ
シ
シ
な
ど
の
呼
び
名
が
登
場
し
て

い
ま
す
｡

㈲
､
大
正
時
代
(
一
九
二
一
-
一
九
二
六
年
ま
で
)

秋
山
蓮
三
の
内
外
普
通
動
物
誌
(
一
九
二
二
年
)

に

は

｢

カ

モ

シ

カ

､

カ

モ

シ

シ

､

タ

ラ

シ

シ

､

こ

ク

､

イ
ワ
シ
カ
､
ア
オ
シ
シ
｣
が
'
一
九
一
三
年
の
動
物

学
雑
誌
に
け
青
木
文
一
郎
が
本
邦
に
お
け
る
哺
乳
動

物
の
分
布
状
況
と
題
し
て
｢
カ
モ
シ
カ
､
二
ク
､
タ

ラ
シ
シ
｣
を
'
ま
た
一
九
一
八
年
の
同
誌
に
は
松
本

彦
七
郎
が
｢
四
国
に
カ
モ
シ
カ
あ
り
｣
と
い
う
記
事

を
発
表
し
て
い
ま
す
｡

岡
本
勇
治
は
大
台
ケ
原
山
(
一
九
二
三
年
)
に
大

台
ケ
原
の
動
物
の
一
つ
と
し
て
｢
二
ク
､
カ
モ
シ
カ

｣
を
あ
げ
､
ま
た
同
年
に
和
田
千
歳
が
動
物
学
雑
誌

に
｢
青
森
県
産
カ
モ
シ
カ
の
胎
児
｣
と
い
う
記
事
を

発
表
し
て
い
ま
す
｡

河
野
船
蔵
は
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
(

第
三
輯
一
九
二
五
年
)
　
に
｢
治
羊
､
カ
モ
シ
カ
､

し
J
･

ク

ラ

シ

シ

､

こ

ク

､

イ

ワ

シ

カ

'

ア

ヲ

シ

シ

'

カ

ベ

ト
リ
'
カ
ベ
∵
ン
マ
シ
カ
｣
の
ほ
か
､
文
献
と
し
て

廷
書
式
､
日
本
書
紀
､
和
漢
三
才
図
絵
へ
本
朝
食
鐙
､

遠
山
著
聞
集
(
別
名
　
遠
山
奇
談
)
の
記
事
の
一
部

を
紹
介
し
て
い
ま
す
が
､
お
そ
ら
-
明
治
以
後
の
文

献
で
古
文
献
を
紹
介
し
た
の
は
こ
の
報
告
書
が
始
め

て
か
と
思
わ
れ
ま
す
｡

同
年
に
は
狩
猟
法
施
行
規
則
の
改
正
が
行
な
わ
れ
､

カ
モ
シ
カ
は
狩
猟
獣
か
ら
禁
猷
扱
い
さ
れ
て
い
ま
す
｡

同
じ
く
岸
田
久
喜
は
哺
乳
動
物
図
解
に
カ
モ
シ
カ
の

ほ

か

､

二

ク

､

二

ク

シ

シ

､

ク

ラ

シ

シ

､

カ

モ

､

ア

ラ
シ
シ
,
ア
劫
を
あ
げ
て
い
ま
す
｡

以
上
の
と
お
り
大
正
時
代
に
は
ど
の
文
献
に
も
呼

び
名
は
カ
モ
シ
カ
と
し
て
扱
わ
れ
'
新
し
い
呼
び
名

と
し
て
は
二
ク
シ
シ
'
ア
ヲ
が
出
現
し
て
い
ま
す
｡

㈲
､
昭
和
時
代
(
一
九
二
六
-
一
九
三
四
年
　
カ
モ

シ
､
ン
が
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
る
ま
で
)

黒
田
長
礼
に
よ
る
日
本
動
物
図
鑑
(
一
九
二
六
年

)
に
は
カ
モ
シ
カ
が
､
矢
沢
米
三
郎
ほ
か
に
よ
る
日

力
一
t
ン
｣
刀

本
ア
ル
プ
ス
(
一
九
二
九
年
)
に
は
｢
冶
羊
は
日
本

や
-
'
m

ア
ル
プ
ス
に
分
布
す
る
天
然
生
の
山
羊
｣
と
し
て
､

井
上
梅
吉
の
生
物
地
理
学
(
一
九
三
〇
年
)
に
は

"

ノ

,

.

ノ

カ
モ
シ
カ
､
同
年
の
冠
　
裕
次
郎
の
黒
部
に
は
玲
羊

と
し
て
､
山
梨
県
山
林
会
の
南
ア
ル
プ
ス
と
奥
秩
父

(
一
九
三
一
年
)
に
は
カ
モ
シ
カ
が
､
柳
田
国
男
の

山
村
語
粟
(
山
林
一
九
三
一
年
)
に
は
｢
陸
中
の

一
郭
で
玲
羊
の
こ
と
を
ス
ス
と
い
う
｡
｣
と
記
録
し

て
い
ま
す
｡

一
九
三
二
年
の
早
苗
(
東
　
光
治
)
に
は
カ
モ
シ

シ
'
カ
モ
シ
カ
が
､
柳
田
国
男
の
山
村
語
蓑
(
一
九

三
二
年
)
に
は
ア
ヲ
シ
シ
､
ヲ
ド
リ
シ
シ
を
へ
矢
沢

栄
三
郎
の
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
書
(
一

九
三
三
年
)
　
に
は
上
高
地
の
動
物
と
題
し
て
カ
モ
シ

カ

､

ク

ラ

シ

シ

､

イ

ハ

シ

カ

､

ア

ヲ

シ

シ

'

二

ク

を

､

日
本
森
林
脇
会
の
最
新
林
学
講
義
(
一
九
三
四
年
)

に
は
ア
ヲ
シ
シ
と
し
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
｡

小
野
　
進
の
秋
田
県
･
奥
羽
北
海
の
動
物
を
語
る

に
も
｢
山
の
孤
独
者
カ
モ
シ
カ
よ
ど
こ
へ
行
く
｡
｣

と
し
て
､
ま
た
一
九
三
五
年
に
は
東
　
光
治
が
万
葉

動
物
考
の
中
で
｢
か
も
し
し
考
と
し
て
万
葉
集
'
哺

乳
類
図
解
､
大
和
本
草
､
大
台
ケ
原
山
へ
遠
山
著
聞

集
､
拾
玉
集
に
記
述
さ
れ
て
い
る
カ
モ
シ
カ
の
呼
び

名
を
あ
げ
て
考
察
を
加
え
て
い
ま
す
｡

岸
田
久
喜
は
日
光
の
植
物
と
動
物
(
一
九
三
六
年

)
の
中
で
日
光
の
獣
類
と
題
し
て
｢
日
本
動
物
総
目

録
､
哺
乳
動
物
､
内
外
普
通
動
物
誌
の
紹
介
の
ほ
か
､

日
光
地
方
産
哺
乳
期
物
目
録
の
中
に
カ
モ
シ
カ
を
記

録
し
て
い
ま
す
｡

(
未
完
)

〔
大
阪
営
林
局
　
造
林
課
〕
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鰭物情と山

借
馬
遺
跡
の
問
題

篠
　
崎
　
健
一
郎

は
場
整
備
事
業
と
い
う
の
は
'
い
ま
ま
で
自
然
の

地
形
に
従
っ
て
'
自
由
を
形
と
広
さ
を
も
っ
て
い
た

水
田
を
､
幅
三
十
メ
ー
ト
ル
､
長
さ
九
十
メ
ー
ト
ル

の
長
方
形
の
水
田
に
作
り
直
す
仕
事
で
あ
る
｡
こ
の

事
業
自
体
に
も
い
ろ
い
ろ
問
題
点
は
あ
ろ
う
が
'
こ

こ
で
は
埋
蔵
文
化
財
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た

､
l
O

こ
の
事
業
に
は
大
型
の
土
木
機
械
が
働
い
て
水
田

を
掘
り
､
土
を
は
こ
び
､
な
ら
し
て
`
す
ぼ
ら
し
い

ス
ピ
ー
ド
で
新
し
い
水
田
を
造
成
し
て
い
く
｡
今
ま

で
の
農
村
風
景
に
い
ろ
ど
り
と
な
っ
て
い
た
小
さ
な

地
形
も
､
植
生
も
ど
こ
か
に
け
し
と
ん
で
､
全
く
新

し
い
景
観
が
生
ま
れ
る
｡
小
用
の
魚
や
草
む
ら
の
虫

L
T
t
,
ど
､
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
｡
し
か
し

何
年
か
す
れ
ば
自
然
の
う
ち
の
あ
る
も
の
は
回
復
し

て
-
る
に
ち
が
い
な
い
｡
全
く
ど
う
に
も
な
ら
な
い

破
壊
が
お
こ
な
わ
れ
る
の
は
､
地
下
に
あ
る
祖
先
の

生
活
の
あ
と
ー
追
跡
-
で
あ
る
｡

借
馬
追
跡
は
大
町
市
平
地
区
僧
馬
集
落
の
東
方
､

木
崎
湖
か
ら
流
れ
出
る
農
具
川
の
流
域
に
広
が
る
古

代
農
村
の
あ
と
で
あ
る
｡
こ
こ
が
ほ
場
整
備
の
対
象

区
域
に
な
っ
た
｡

遺
跡
は
学
問
が
本
当
に
必
要
と
す
る
時
ま
で
は
､

そ
っ
と
し
て
あ
く
の
が
よ
い
の
で
あ
る
｡
そ
の
話
が

持
ち
上
っ
て
き
た
と
き
'
私
た
ち
は
何
と
か
し
て
借

馬
追
跡
を
掘
ら
ず
に
､
そ
の
ま
ま
保
存
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
た
｡
そ
の
い
ち
ば
ん
い
い

方
法
は
､
水
田
に
土
を
か
ぶ
せ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ

る
｡
け
れ
ど
も
へ
　
そ
う
す
る
に
は
へ
　
ぼ
う
大
を
丑
の

土
を
ど
こ
か
ら
か
運
ん
で
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
､

お
そ
ら
く
想
像
を
絶
す
る
費
用
が
か
か
り
､
そ
の
疎

用
の
多
-
の
部
分
が
､
土
地
を
所
有
す
る
農
民
の
肩

に
か
か
っ
て
く
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
｡
大
町

市
教
委
は
緊
急
発
掘
調
査
に
ふ
み
切
ら
ざ
る
を
得
を

か
っ
た
の
で
あ
る
｡

次
は
調
査
団
編
成
の
問
題
で
あ
る
｡
こ
れ
だ
け
の

調
査
を
す
る
に
は
､
高
度
を
専
門
的
知
識
を
も
ち
､

多
-
の
発
掘
体
験
を
も
つ
相
当
数
の
調
査
員
に
よ
る

専
任
の
調
査
団
が
必
要
で
あ
る
｡
し
か
し
､
い
ま
大

町
市
に
於
で
こ
の
よ
う
な
強
力
な
調
査
団
を
編
成
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
他
か
ら
人
を
求
め
る
こ
と

も
で
き
な
い
｡
結
局
多
少
の
知
識
や
経
験
を
持
つ
も

の
の
'
ほ
と
ん
ど
素
人
に
ひ
と
し
い
｡
し
か
も
他
に

職
場
を
持
っ
て
い
て
'
こ
ち
ら
に
か
か
り
き
り
に
な

る
こ
と
の
不
可
能
な
人
た
ち
に
よ
る
調
査
体
制
を
組

ま
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
っ
た
｡

以
上
の
他
に
も
武
州
や
調
査
日
数
の
問
題
な
ど
が

あ
り
､
発
掘
調
査
の
途
中
で
も
､
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
起
っ
た
｡
し
か
し
､
市
教
委
調
査
団
の
協
力
と
県

教
委
の
指
導
に
よ
っ
て
､
と
も
か
-
も
昨
年
度
の
調

査
を
終
り
､
報
告
書
も
で
き
上
っ
た
｡

調
査
さ
れ
た
立
穴
住
居
址
は
昨
年
度
十
戸
､
本
年

度
二
十
六
戸
｡
地
上
の
掘
立
の
建
物
址
は
昨
年
度
関

戸
､
本
年
度
十
五
戸
ほ
ど
に
上
っ
て
い
る
｡
そ
の
他

に
も
､
さ
ま
ざ
ま
を
点
で
五
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
い

た
る
こ
の
地
方
の
当
時
の
農
村
の
姿
が
明
に
な
っ
て

き
た
｡
成
果
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
｡

(
借
馬
遺
跡
調
査
団
長
)

友
の
会
だ
よ
り

･
居
谷
里
湿
原
自
然
観
察
会

4
月
2
9
日
と
5
月
5
日
の
両
日
行
わ
れ
､
ミ
ズ
バ

シ
ョ
ウ
､
ハ
ナ
カ
工
デ
の
咲
く
中
で
十
分
自
然
を
満

喫
し
た
｡

博
物
館
だ
よ
り

･
カ
モ
シ
カ
｢
大
助
｣
死
亡

昭
和
4
0
年
6
月
9
日
保
護
さ
れ
､
山
羊
乳
を
使
用

し
て
本
館
で
初
め
て
幼
体
の
人
工
哺
青
に
成
功
し
た

カ
モ
シ
カ
｢
大
助
｣
は
､
昨
年
秋
よ
り
体
調
が
思
わ

し
-
な
く
､
4
月
2
5
日
午
後
4
時
約
分
手
当
の
か
い

を
-
死
亡
し
た
｡
飼
育
年
数
1
4
年
1
0
カ
月
で
あ
っ
た
｡

借
馬
遺
跡
発
掘
に
参
加
し
て

追
跡
発
掘
調
査
の
記
事
を
載
せ
る
と
い
う
こ
と
で

少
し
は
勉
強
を
と
､
五
月
の
連
休
を
利
用
し
て
借
馬

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
｡
連
休
と
い
う
こ
と
で
高
校
生

も
集
ま
り
､
総
勢
三
十
名
桂
の
人
た
ち
が
朝
早
く
か

ら
大
地
を
相
手
に
大
奮
闘
｡

ほ
と
ん
ど
が
腰
を
屈
め
た
作
業
､
時
が
た
つ
に
つ

れ
腰
を
伸
ば
す
こ
と
が
し
き
り
と
な
る
の
で
す
｡
背

伸
び
を
し
な
か
ら
五
月
晴
れ
の
空
に
映
え
る
北
ア
ル

プ
ス
の
山
々
を
望
ん
だ
り
､
安
の
に
ぎ
わ
い
が
聞
こ

え
て
き
そ
う
な
程
の
満
開
の
桜
を
を
が
め
た
り
､
汗

を
ぬ
ぐ
い
な
が
ら
､
や
っ
と
の
春
を
全
身
で
う
け
と

め

ま

し

た

｡

.

何
か
珍
し
い
も
の
で
も
出
て
は
こ
な
い
か
と
､
実

は
期
待
し
て
勇
ん
で
来
た
も
の
の
､
出
土
す
る
の
は

土
器
の
小
さ
な
破
片
ば
か
り
｡
土
を
削
り
､
土
の
色

を
窺
い
､
層
を
さ
ぐ
る
､
ま
さ
に
大
地
そ
の
も
の
が

相
手
｡
百
年
に
一
セ
ン
チ
積
る
と
い
う
土
か
ら
一
つ

一
つ
噛
み
締
め
る
よ
う
に
時
代
を
採
る
｡
そ
の
体
力

と
根
気
の
強
さ
に
感
服
い
た
し
ま
し
た
｡

春
の
日
ざ
し
の
中
で
さ
え
腕
や
顔
が
ま
っ
黒
｡
こ

れ
か
ら
梅
雨
の
時
期
を
む
か
え
'
発
掘
調
査
も
い
ろ

い
ろ
と
困
難
を
事
も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
｡
聞
く

と
こ
ろ
に
よ
る
と
市
民
の
関
心
も
ま
だ
ま
だ
と
の
こ

と
｡
よ
り
多
-
の
人
た
ち
の
助
力
に
よ
っ
て
こ
の
調

査
が
順
調
に
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
｡
(
西
沢
正
敏
)

‥

山

と

博

物

館

　

第

2

5

巻

　

第

5

号

一
九
八
〇
年
五
月
二
十
五
日
発
行
‥

.
発
行
所
　
　
長
野
県
大
田
市
T
E
L
②
〇
二
二

大

　

町

　

山

　

岳

　

博

　

物

　

館

.

‥
印
刷
所
　
　
長
野
県
大
町
市
債
町

大

糸

タ

イ

ム

　

ス

印

刷

部

‥

‥
定
　
価
　
年
額
　
八
〇
〇
円
(
送
料
共
)
　
(
切
手
不
可
)
　
‥

郵
便
振
替
口
座
番
号
(
長
野
一
三
'
二
九
三
)


